
電子申請・願書受付に関するQ&A
1.電子申請について
Q1 電子申請とは何ですか？

A1
インターネットから受験申請の手続きを行うものです。
パソコンやスマートフォン等から手続きを行うことができます。

Q2 電子申請は誰でもできますか？

A2
受験資格に制限はなく誰でも受験できますので、誰でも電子申請が可能です。
電子申請をするために必要なパソコンやスマートフォン、インターネット環境はご自身でご準備ください。

Q3 電子申請はスマートフォンからもできますか？
A3 スマートフォンからも電子申請は可能です。
Q4 メールアドレスを持っていません。

A4
代理の方やご家族の方のメールアドレスでご登録は可能ですが、1メールアドレスにつき１名しかご登録できません
のでご注意ください。代理の方が複数人の申請をすることはできませんのでご注意ください。

Q5 パスワードを忘れてしまいました。

A5
マイページログイン画面の「パスワードを忘れた方はこちら」をクリック頂き、
パスワードの再設定をしてください。

Q6 電子申請の際にメールアドレスを誤って登録し、メールが届きません。

A6
再度正しいメールアドレスで新たにご登録をお願いいたします。
1メールアドレスにつき１名しかご登録できませんのでご注意ください。

Q7
電子申請をしようとしましたが、ブラウザがうまく動作してくれません。
パソコンの設定方法などを教えてください。

A7
こちらではパソコンの設定方法などのお答えは出来かねますが、推奨環境は、下記をご確認ください。
PC：Google Chrome、Mozilla Firefox、Safari、Microsoft Edgeの各最新ブラウザ
スマートフォン：iOS8以上、Andoroid4.4以上の標準ブラウザ

Q8 パソコンを持っていません。

A8
代理の方でパソコンをお持ちの方がいらっしゃれば代理の方のパソコンで申請をすることが可能です。
また、スマートフォンからも電子申請は可能です。

Q9 施行要領を郵送してほしい。
A9 郵送や配布は出来かねます。施行要領画面をパソコン等から印刷し、ご確認ください。

Q10 メールが届きません。

A10

メールアドレスの入力が間違っていないか、迷惑メールフォルダに入っていないか、受信設定等、再度ご確認をお願い
いたします。送信元のメールアドレスは「noreply@shiken.jnto.go.jp」ですので、このメールアドレスからのメールを
受信できるよう迷惑メール対策等の設定を変更していただきますと、受信できるようになることがあります。メールア
ドレスが間違っていた場合は、新たに正しいメールアドレスで新規ご登録をしてください。
1メールアドレスにつき１名しかご登録できませんのでご注意ください。
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2.願書受付について
Q1 氏名の文字がパソコン画面に出ません。

A1
ひらがな・カタカナでご入力ください。
受験票や結果通知、合格証書など試験関連書類は、⼾籍どおりの漢字が印字出来ない場合、
カタカナ等に変更されることがあります。予めご了承ください。

Q2 既得免除資格の氏名を書換えを申請中ですが、電子申請できますか？

A2

申請期間中に既得免除申請書類の書き換えが間に合わない場合は、そのまま免除申請書類をアップロードし、
願書の氏名変更の手続きをしてください。その場合、下記書類の提出が必要です。
【⽇本国籍の場合】⼾籍抄本・⼾籍謄本・婚姻届受理証明書（発行⽇から6カ⽉以内の原本）のいずれか1つ
【外国籍の場合】在留カード・パスポートのいずれか1つが必要です。

Q3 現在の本籍地と既得免除の本籍地が異なります。

A3
免除申請書類はそのままアップロードし、願書の本籍変更の手続きをしてください。
⽇本国籍の場合は⼾籍抄本・⼾籍謄本・婚姻届受理証明書（発行⽇から6カ⽉以内）のいずれか1つ、
外国籍の場合は在留カード・パスポートのいずれか1つが必要です。

Q4 電子申請の途中で、パソコンがダウンしてしまいました。この場合の申請は受付けられていますか？

A4
保存ボタンを押していない場合は途中保存ができておりません。受付完了メールが届いていない場合は
申請が完了しておりませんのでご注意ください。

Q5 科目免除申請をする際の必要書類の添付はどうすればよいですか？郵送するのでしょうか？

A5
今年度は郵送での受付はしておりません。必要書類を画像保存し、申込期間内にマイページよりアップロードして
ください。（大学入試センター発行の開封無効書類は開封せずに事務局宛にご郵送ください）

Q6 障がい等があり配慮が必要な場合は、どのように申請すればいいですか？

A6
願書申請時に希望する配慮事項を記入する欄がございます。希望する配慮事項とその理由を入力してください。
※全国通訳案内士試験事務局にて確認後、ご対応可能かご連絡をさせていただきます。

Q7 申請期間を過ぎた場合はどのようにすればいいですか？

A7
申請期間を過ぎると申請不可となります。申請手続きの途中であっても、申請期限の時点で申請が完了していない場
合、申請は無効となりますのでご注意ください。

Q8 マイページログインURLを忘れてしまいました。

A8
電子申請システムトップページよりログインしてください。
【電子申請システムトップページ】https://shiken.jnto.go.jp/

Q9 大学入学共通テストは対象ですか？

A8
2021年1⽉に開催された大学入学共通テストは免除対象ではございません。2021年(令和3年)1⽉より実施された試験
であり、本年度の試験においては、免除科目として導入に足る十分な検証が難しいため、免除の対象とはしておりませ
ん。予めご了承ください。



3.電子申請の受験手数料の払込みについて
Q1 受験手数料等の払込みを払込期限までにできませんでした。今から払込めば受験できますか？

A1
願書受付期間終了後は払込み、願書提出ができません。願書受付期間内で、振込期間までに払込みいただけ
なかった方は、払込み期間延⻑のお手続きをいたしますので全国通訳案内士試験事務局までご連絡ください。

Q2
都合で受験できなくなった為まだ受付期間中ですが、申請を取り消すことは可能ですか？受験手数料等の返金はしても
らえますか？

A2 申請の取り消しは出来かねます。受領した受験手数料は、通訳案内士法第10条の規定により返金は出来かねます。

Q3 銀行振り込みは可能ですか？

A3
クレジットカード又はコンビニエンスストアでの支払いのみ受け付けます。電子申請システムの入力画面の指示に
従ってオンラインでお手続きをしてください。※コンビニエンスストアでのお支払いは7⽉26⽇（⽉）13時より開始予
定です。開始後は電子申請システムトップページ内の「お知らせ」にて告知します。

Q4 利用可能なクレジットカードの種類を教えてください。
A4 VISA、MASTER、JCB、AMEX、DINERS、DISCOVERが使用できます。
Q5 領収書は出してもらえますか？

A5
原則、領収書の発行はしておりません。必要な場合には願書受付期間内に全国通訳案内士試験事務局まで
ご連絡ください。願書受付期間を過ぎると領収書の発行申請はできませんのでご注意願います。

Q6 受験をキャンセルしたいので、受験手数料の払い戻しは可能ですか?
A6 受領した受験手数料は、通訳案内士法第10条の規定により返金は出来かねます。

4.受験票について
Q1 受験票は郵送ですか？

A1
今年度より受験票の郵送はございません。
受験願書が承認され、かつ受験手数料を納めた方は、９⽉上旬よりマイページで受験票をご確認いただけます。

Q2 筆記試験が全科目免除ですが受験票はいつ確認できますか？

A2
筆記試験の全科目について免除を受け、口述試験から受験される方についても9⽉上旬より、マイページで受験票を
ご確認いただけます。

Q3 試験当日に受験票はどのようにすればいいですか？
A3 スマートフォン等の画面に表示、または、紙にプリントアウトし必ずご持参ください。



5.電子申請をした後の取り扱い
Q1 電子申請が正しく処理できたかどうかを確認する方法はありますか。

A1
願書提出後、マイページ内で願書の審査状況をご確認いただけます。願書の審査が完了し、承認されると、マイページ
内の審査状況が「承認」となり、ご登録いただいたメールアドレス宛に「承認」のご連絡を送付いたします。

Q2 電子申請を行った後は、どのような連絡が電子メールで通知されますか。

A2
願書提出後、「受験願書提出完了」メールが届きます。その後、受験願書申請が承認されると「受験願書「承認」のお
知らせ」をメールにてご連絡いたします。

Q3 電子申請時の「氏名」、「本籍」、「住所」等が変わってしまいました。

A3

筆記試験受験票記載事項の変更は、願書申請後から2021年8⽉18⽇まで、口述試験受験票記載事項の変更は筆記試験結
果発表から2021年11⽉22⽇まで、合格証書、官報掲載内容の変更は口述試験結果発表から一定期間です。
「氏名」、「本籍」、「住所」等の変更には⽇本国籍の場合は⼾籍抄本・⼾籍謄本・婚姻届受理証明書（発行⽇から6
カ⽉以内）のいずれか1つ、外国籍の場合は在留カード・パスポートのいずれか1つの添付が必要です。
変更可能な項目、書類添付が必要な項目等の詳細は、施行要領【登録変更早見表】をご確認ください。
登録内容の変更、添付資料の提出はマイページより行ってください。マイページには電子申請システムトップページよ
りログインいただけます。
【電子申請システムトップページ】https://shiken.jnto.go.jp/

Q4 電子申請をしましたが、転居による受験地の変更は可能ですか？

A4
願書提出後の変更はできません。複数の受験申請をした(複数の願書を提出した)場合、すべての受験申請が
無効になりますのでご注意ください。

Q5 電子申請後の免除申請の追加や変更は可能ですか？

A5
願書提出後の変更はできません。複数の受験申請をした(複数の願書を提出した)場合、すべての受験申請が
無効になりますのでご注意ください。

Q6 電子申請後の選択外国語の変更は可能ですか？

A6
願書提出後の変更はできません。複数の受験申請をした(複数の願書を提出した)場合、すべての受験申請が
無効になりますのでご注意ください。

Q7 電子申請後の受験科目の変更は可能ですか？

A7
願書提出後の変更はできません。複数の受験申請をした(複数の願書を提出した)場合、すべての受験申請が
無効になりますのでご注意ください。



試験に関するQ&A
1.受験について
Q1 受験資格を教えてください。
A1 年齢、性別、学歴、国籍等に関係なく、誰でも受験できます。
Q2 受験地を教えてください。

A2

筆記試験は札幌・東京近郊・大阪近郊・福岡・沖縄です。2021年度の海外および準会場での試験は実施しません。
口述試験は英語・中国語・韓国語は東京近郊・大阪近郊で、それ以外の外国語は東京近郊です。
筆記試験を英語・中国語・韓国語を選択された方で受験地が札幌・福岡・沖縄だった方は東京近郊・大阪近郊から
選択してください。また、二カ国語受験者は、二カ国語ともに同一の受験地・試験会場です。

Q3 海外でも受験できますか？
A3 2021年度は海外の試験は実施はいたしません。
Q4 受験スケジュールを教えてください。

A4
筆記試験は2021年9⽉26⽇（⽇）（予定）、筆記試験合格発表は2021年11⽉11⽇（木）（予定）
口述試験は2021年12⽉12⽇（⽇）（予定）、最終合格発表は2022年2⽉4⽇（金）（予定）です。

Q5 受験地の変更はできますか？
A5 願書提出後の受験地の変更はできませんのでご注意ください。

2.試験方法について
Q1 筆記試験の解答はマークシートと記述ですか？
A1 解答は全てマークシート方式です。

3.免除申請について
Q1 免除になる条件を教えてください。
A1 科目により異なります。詳細は施行要領の免除申請早見表をご確認ください。
Q2 免除申請書類の提出方法を教えてください。

A2
システムより書類の画像をアップロードする方法です。電子申請システム内の「  」を選ぶことにより画像の
送信・保存ができます。提出方法の詳細は、願書申請システムの入力フォームに記載しております。
ただし、大学入試センター発行の開封無効書類を免除証明とする場合のみ、開封せず事務局あてにご郵送ください。

Q3 免除申請書類はコピーでも可能ですか？

A3
コピーでも可能です。詳細は施行要領の免除申請早見表をご確認ください。
ただし、大学入試センター発行の開封無効書類を免除証明とする場合のみ、開封せず事務局あてにご郵送ください。

Q4 免除申請するための書類に有効期限はありますか？
A4 免除科目の提出する書類によって異なりますので、詳細は施行要領の免除申請早見表をご確認ください。
Q5 免除申請に必要な受験番号を忘れてしまいました。

A5
お調べいたしますので、全国通訳案内士試験事務局までご連絡ください。
【全国通訳案内士試験事務局】TEL：050-3659-6494（平⽇10：00〜17：00／⼟⽇祝、年末年始休業）

Q6 免除申請の期限内に書類を提出できませんでした。

A6
期限内にアップロードされない場合の免除申請は受理されません。
申込期⽇に間に合わない場合は、該当する免除申請を取りやめ願書申請を完了してください。

Q7 大学入学共通テストは免除になりますか？

A7
2021年1⽉に開催された大学入学共通テストは、2021度の試験においては、免除科目として導入に足る十分な検証が難
しいため、免除の対象ではございませんので、ご了承ください。

4.複数受験について
Q1 二カ国語受験したいのですが可能ですか？

A1
本年度受験を希望する二カ国語の内、1つ以上の外国語科目が免除となる場合は二カ国語受験が可能です。
受験科目の免除については、施行要領の免除申請早見表をご確認ください。



5.試験会場について
Q1 試験会場には何時から入ることができますか？
A1 筆記試験については、外国語は10：00、通訳案内実務は13：10が開場時間です。

Q2
公共交通機関の遅れなどで試験開始時間に間に合わない場合、受験できますか。
または、再試験等の措置はありますか。

A2

試験当⽇、自然災害や大規模交通障害など、本人の過失によらない公共交通機関の不通や遅れに遭遇した場合は、
最新情報を電子申請システムトップページに掲載いたします。試験当⽇、必ずご確認ください。
なお、後⽇の申し出による再試験は一切受け付けません。また、道路利用の交通機関における渋滞による遅れに
ついては、公共交通機関、自家用車を問わず受け付けません。
【電子申請システムトップページ】https://shiken.jnto.go.jp/

Q3 試験に目薬や飲み薬を持ち込めますか？
A3 持ち込みは可能ですが、試験時間内に点眼、服用が必要な方は、願書申請時に配慮事項の欄にご入力ください。
Q4 飲み物は持ち込めますか？
A4 持ち込みが可能な飲料水はふた付ペットボトルに限りますのでご注意ください。
Q5 携帯電話やスマートフォンは持ち込めますか？

A5
持ち込みは可能ですが、電源を切って、鞄の中にしまっていただきます。
時計がない試験室もありますので腕時計（スマートウォッチは不可）をご持参ください。



5.試験会場について
Q6 当日持参するものを教えてください。

【筆記試験】
①マスク（必ずご着用ください）
②筆記試験受験票
 ※保存したデータ・印刷したもの等の試験会場で確認できる状態にしてご持参ください。
③写真付き身分証明書
 ※下記のうちいづれか1つ。
  運転免許証、写真付きの住⺠基本台帳カード、パスポート、在留カード（外国人登録証明証等）、
  マイナンバーカード
 ※上記がない場合は、以下の証明書類のいずれか２つ。
  マイナンバー通知カード、銀行または郵便局のキャッシュカード、クレジットカード、各種健康保険証、
  年金手帳、福祉手帳（身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保険福祉手帳）、住⺠票写し、学⽣証、
  学⽣手帳、社員証、国家公務員証、地方公務員証、⺟子手帳
 ※各種ポイントカード・名刺、タスポ、各種会員証、交通系ICカード、通帳、公共料金の領収書、印鑑証明は不可
④⿊鉛筆またはシャープペンシル（HBまたはB。ボールペンは不可）
⑤時計（辞書機能・通信機能のないもの）
 ※試験室に時計がない場合がありますが、携帯電話やスマートフォン、スマートウォッチ等を時計代わりに
  用いることは不可です。
【口述試験】
①マスク（必ずご着用ください）
②口述試験受験票
 ※保存したデータ・印刷したもの等の試験会場で確認できる状態にしてご持参ください。
③写真付き身分証明書
 ※下記のうちいづれか1つ。
  運転免許証、写真付きの住⺠基本台帳カード、パスポート、在留カード（外国人登録証明証等）、
  マイナンバーカード
 ※上記がない場合は、以下の証明書類のいずれか２つ。
  マイナンバー通知カード、銀行または郵便局のキャッシュカード、クレジットカード、各種健康保険証、
  年金手帳、福祉手帳（身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保険福祉手帳）、住⺠票写し、学⽣証、
  学⽣手帳、社員証、国家公務員証、地方公務員証、⺟子手帳
 ※各種ポイントカード・名刺、タスポ、各種会員証、交通系ICカード、通帳、公共料金の領収書、印鑑証明は不可

A6



6.試験時間について
Q1 試験時間を教えてください。

A1

下記を予定しております。
・外国語 11：00〜12：30（90分）
・⽇本地理 13：40〜14：10（30分）
・⽇本歴史 14：40〜15：10（30分）
・一般常識 15：40〜16：00（20分）
・通訳案内の実務 16：30〜16：50（20分間）
※午後の科目については途中退席できません。

Q3 試験中にトイレに行くことは可能ですか？
A3 可能です。試験委員にお伝えください。

7.試験問題について
Q1 日本地理、日本歴史、一般常識、通訳案内の実務についての出題範囲について教えてください。

A1
詳しくは全国通訳案内士試験のガイドラインをご確認ください。
【全国通訳案内士試験のガイドライン】
https://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kokusai/content/001408467.pdf

Q2 参考書や教科書の販売はしていますか?

A2

大きな書店の資格コーナーやインターネット等でお探しください。
⽇本政府観光局（JNTO）では、参考書や教科書の販売は行っていません。
過去の筆記試験問題の一部（含解答例）をウェブサイト上で公開しています。
【過去の筆記試験問題の一部（含解答例）】
https://www.jnto.go.jp/jpn/projects/visitor_support/interpreter_guide_exams/question_archive.html

8.試験結果・合格について
Q1 試験結果はいつ通知されますか？

A1

筆記試験結果は2021年11⽉22⽇（⽉）、口述試験は2022年2⽉4⽇（金）に、マイページにて発表予定です。
また、最終合格者は2⽉４⽇（予定）に官報にて発表します。
マイページには電子申請システムトップページよりログインいただけます。
【電子申請システムトップページ】https://shiken.jnto.go.jp/

Q2 合格証書は郵送ですか？

A2
最終合格者には合格証書を簡易書留にて発送します。
筆記試験合格者は、筆記試験合格証書をマイページからダウンロードください。


